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１．はじめに 

本研究室では，教員が所蔵している個人蔵書

の貸出を行っている．対象者は研究室の所属学

生や他学科の学生，卒業生や外部の共同研究者

等の関係者である．当時，研究室に所属してい

た中村(2009)，久保田(2009)によって蔵書の検

索・貸借管理のためのシステム MOPAC が開発さ

れた．その後，MOPAC を元にした MOPAC2 と

MOPAC2beta を須賀(2012)が開発し，滝沢(2013)

がバーコードリーダーを使った書誌登録機能を

追加した．現在は MOPAC2betaが運用中である． 

蔵書貸借サービスを提供しているが，公共図

書館のように専従する司書等の管理者はおらず，

窓口での手続きや貸出期間の規定，蔵書の分類

番号はない．貸出と返却の手続きは利用者に任

されている．結果として，MOPAC2beta 上の貸

出・返却手続き後，蔵書が本棚のどこにあるの

か・どこに戻せばいいのかが分からないので実

際の貸出までに時間がかかる，不適切な位置に

戻す，といった悪循環が発生していた． 

これらの問題の原因は二つあると考えられる．

(1)本棚や蔵書に整理し保管するための規定がな

いことと，(2)既存の MOPAC2beta の機能が貸

出・返却の手続きと蔵書の有無を判断するのみ

に留まっており，所在の情報が実際の蔵書と紐

付いていないことだ． 

現状の悪循環を改善するため，まず，既存の

システムに当該機能があるか調査を行った．調

査項目である「本棚とシステムの連係」機能の

有無の判断基準は，(1)蔵書の所在情報がシステ

ムと紐付いており，(2)画像等で視覚的に明らか

になっているか否かとした． 

 

表 1 機能比較調査 

MOPAC2beta MOPAC2 りぶりぶ 文籍(MonJack)
川鯉の蔵書管理
システム[1]

システムと
本棚の連係 × × △ △ ○  
※○は判断基準の(1)と(2)の両方を，△は(1)のみを満

たしている． 

 

川鯉のシステム[1]は画像と文字の両方を用い

ており視覚的にも蔵書の所在を確認することが

できる．しかし，利用する環境の規模の違い，

表紙や背表紙の画像登録の管理コスト面での問

題から本研究室にはそぐわないと判断した． 

２．目的 

本研究室の抱える問題を解決する機能を備え，

運用可能なシステムが既存のものからは発見で

きなかったため，MOPAC2beta に機能を追加する

ことで問題解決にあたることとした．まず本棚

に蔵書を整理する規定を設け，蔵書の所在を定

める．同時にデータベースに蔵書ごとの所在情

報をデータとして追加する．そして MOPAC2beta

上で蔵書検索・貸借手続きの際，蔵書の所在情

報を画像で確認できるようにする． 

この機能追加によって MOPAC2beta のデータベ

ースにある所在情報データと実際の蔵書の所在

とが連係し，所在の情報が視覚的に示されるた

め，蔵書の貸出及び返却に要する時間の短縮が

期待される． 

 

３．追加機能 

蔵書の種類には大きく偏りがあるため，棚ご

とに個別の規定を設けてそれに従って整理する

方法を取った．本棚には左から番号を振り，ま

た棚自体にも上から番号を振った．例えば左か

ら三番目の本棚の上から六段目の棚は「3-6」と

なる．そして視覚的に利用者が蔵書の所在を把

握できるようにするため，MOPAC2beta での検索

時と貸出・返却手続き完了時に本の所在を示す

画像が出力されるようにした． 

 

 
図 1 貸出・返却手続き完了画面 

 

４．実験 

2014 年 5 月 19 日から 2014 年 9 月 1 日までに

本研究室に所属及び関係している計 15 名に対し

て，MOPAC2beta に追加した機能の有無による差
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異に関する評価実験を行った．目的は，今回追

加した機能の性能比較である．本の貸借サービ

スの性能を，新機能の有無による所要時間と関

連付けて評価する． 

実験は被験者ごとに行った．機能追加前の

MOPAC2beta(システム A)と，機能を追加した

MOPAC2beta(システム B)を用意した PC を用いる．

両システムに新機能の有無以外の差異はない．

これらにおいて，貸出と返却手続きを交互に  

2 冊ずつ，合計 8 冊を貸借してもらい，消費した

時間を計測し，返却の正答率を算出する． 

被験者が着席した状態から開始し，貸出は(1)

伏せてある書名を書いた紙をめくると同時に時

間の計測を開始し，(2)それぞれのシステムを使

用して蔵書の貸出手続きを行い，(3)本棚から蔵

書を探して取り出して，(4)席に戻ってきた時点

で計測を終了する．返却は(1)蔵書を被験者が受

け取ると同時に時間の計測を開始し，(2)それぞ

れのシステムを使用して蔵書の返却手続を行い，

(3)本棚に蔵書を返却し，(4)席に戻ってきた時

点で計測を終了する． 

返却の正答率は，正しい棚に搭載されれば，

蔵書を入れた位置が棚のどこであっても正解と

した．結果の偏りを防止するために実験に使用

する蔵書は被験者ごとにランダムで選出してい

る．また，貸出と返却に同一の蔵書を用いるこ

とはない． 

 

表 2 追加機能の有無での比較 

平均(秒) 標準偏差 平均(秒) 標準偏差 正答率

システムA
（追加機能無）

83 65.41 101 88.16 66%

システムB
（追加機能有）

44 23.83 51 27.03 96%
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図 2 貸出・返却手続きに要した時間の散布図 

 

表 2 は以下の内容を示している．被験者 15 名

の貸出・返却それぞれに要した時間の平均値及

び標準偏差の比較と，返却の正答率である．シ

ステム B はシステム A よりも貸出に要する時間

が 39 秒，返却に要する時間が 50 秒短縮されて

いる．また返却正答率はシステム A が 66%である

のに対してシステム B は 96%と，30％高くなって

いる．図 2 の散布図と合わせ，より効率的に運

用ができるようになったと判断できる． 

また，実験終了直後，被験者にアンケートを

行った．この実験についての意見や感想と平時

の MOPAC2beta の利用頻度などを聞いた．どちら

のシステムが使いやすかったかという質問に対

して「貸出」は 15 人全員，「返却」は 14 人が

システム B と回答した．1 人は「分からない」と

し，自由記述において「システム B でも本がも

ともとあった棚が分かるだけで、結局どこにし

まっていいか分からなくてなんとなくでしまっ

てしまう」と回答している．  

 

５．まとめと今後 

本論では研究室の蔵書貸借サービスにおける

問題解決のため， MOPAC2beta に連係機能を追加

開発した．追加した連係機能の評価実験結果か

ら，本論の問題解決の手段として本棚とシステ

ムの連係機能は有効であると判断できる． 

同時に，アンケートの自由記述において，貸

出・返却の際に利用者が混乱する可能性がうか

がわれた．公共図書館と違い，蔵書の所在デー

タを棚単位で管理しているためであろう．この

新たな問題に関しては，今後，蔵書の規定をよ

り細分化することで対処できるのではないかと

考える． 
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